■電源プラグ （ AC アダプター）を抜くときは電源コードを引っ張5ない。 

コードに傷びつを、火災•感電の原因となります。 

必ず電源プラグ （ AC アダプター本体）を持って抜いてください。 


■ AC アダプターの取り扱いについて。 

. この機器ロホ専用の AC アダプターをご使用くださし、。 
それ];(外のちのを使用すると、故障や乂災-感電の 
原因となります。 

• AC アダプターを巧や布団でおおった0、つつんだ 
りしないでください。熱がこもり、ケースび変形し、 
火災の原因となることびありまず。風通しのよい状 
態でご使用 < ださい。 


■へッドホンを使用ずるときは、音量を上げずざない。 

耳を刺激するよラな大さな音量で長時間続けて聞くと、 
聴力に悪い影響をちえることびあります。 





難鑛 


巧電式電池について 


■付属の巧電式電池にはリサイクル可能なニッケル水素巧電池を使用していまずので、ご使用済みの巧電式 
電她ま、責重な資源を守るために破棄しないで巧電式電池リサイクル協力店へお持ちください。 

(付属巧電池の金属部分にテープを貼り、絶縁をしてお持ちください。） 


A 

运 

電源プラグを 
巧ぐ 

⑩ 
Q 

Q 

〇 




■万一、次のよラな異常が発生したとさは、そのまま使用しない。 

-煙び出ている、変なにおいびずるなど異常のとさ 
-内部に水や金属物び入ってしまったとを 
■落としたり、キャビネットび破損したとさ 
■電源コード （ AC アダプター）び傷んだとき 
(芯線の露出、断線など） 

このような異常び発生したまま使用していると、火災や感電の原因となりまず。すぐに電源を「切」 
にし、必ず AC アダプターをコンセントから抜いてください。煙び出なくなるのを確認してから 
販売店に修理を依頼してください。お客様による修理は危険ですから絶対におやめくださし、。 

■この機器を分解-改造しない。 

故障や火災-感電の原因となりまず。 


■表示された電源電圧がの電圧で使用しない。 

故障や火災-感電の原因とな0ます。 



■ニッケル水素巧電池、巧電器の取り扱いについて。 

-充電するときは必ず付属のトランスミッター内蔵充電器を使用してください。 
-内蔵充電器で付属の専用充電池];(がの電池は充電しないでください 
故障や火災-感電の原因とな0ます。 



ほ用上のごを意 


■直射日光やス I -ーブのよラな熱器具のおくなど、高温になるところに 
放置すると、変形•変質をまねくため、ご注意ください。 

■汚れびひどい場含は、中性洗剤などでおき取ってください。シンナーや 
ベンジンなどは、絶対に使わないで< ださい。 

■イヤーパットは通常の使用や保を状態でち、経年変化で自然冀化する場 
合びあります。 

■標準ジャック（ゆ日.3 mm ) のヘッドホン端テ付 AV 機器に接続する場含 
は、別売のプラグアダプター AP -] ]3 A をご使用ください。 



鎮 


Ni-MH 

このマークはニッケル 水素 
充電池の U サイクルマークです。 


主な仕巧 


-般仕様 トランスミッター ( J 22120-001) 

ホが線放長： 850 nm 電源： DC 12 V 语用 AC アダプター J 470巳1-001使用） 

変調方式： 周波数変調 音声入力端子： 巧3.巳 mm ステレオミニジャック 

搬送渡周液数： ちチャンネル 2.8 MHz がお寸法： 幅 e . Ocmx 奧行6.巳 cmx 高さ]1.巳 cm 

左チャンネル 2.3 MHz 質量： 8己呂狼続]-ド、冉 C アダプター含まず） 

受信距離： 約 7 m (正面軸上） 

受信有効角度： 約9□度(左ちち向/受光部中む） 

再生周渡数帯域： 2已 Hz 〜 20.000 Hz 
ひずみ率： 2〇/〇1；(下(1 kHz ) 

添付物•付属品 ヘッドホン 

保話書 . ] 型式： 才ープンエアーダイナミック型 ‘ 

取破説明書 .] 使用ユニット： □径 30 mm 

サービス窓□案内 . 1 電源： 専用ニッケル水素充電池 （1.2 V /700 m 冉 h ) X ] 

専巧 AC アダプター . 1 または単4型乾電池 （1 .已 V ) XI 

iitZ 弓511 > 1 電池持続時間： 約30時間(約24時間充電時）/付属充電池使用時 

. ■っっ•一‘1寸づ-バパ>1、 約已別寺間/アルカリ乾電池使用時 

(み3.己 mm スァレオニ—プフクー¢3. 5 mm スァレオニ—プフク/1 m ) (使用頻度によって変わりまず。） 

専用 ニ ッケル水素充電泡り 47 11 S - 日日 1).] 質量：1日日 g (付属こッケルが素充電池含む） 

※本機の化様およびが観は改善のため、予告なぐ変更ずることがあ0まずのでご了承ください。 


培設へッドホンについて 


当コードレスへッドホンシステムには、2人し分上でお楽しみいただくためにへッドホン部だけを用意してお0ます。 

■ HP - ALW 800 H 希望小売価格41600円（視別） 


巧証とア フターサー ビス 


♦保証書は必ずお受け取りください。 

この商品には保証書を別途添付しております。イ呆話書はお買 
い上げ販売店でお渡ししますので、所定事項の記入、および 
記載内容をご確認いただを、大切に保存してください。 

♦保証期間について 

保証期間はお買い上げ曰より1年間です。保証書の規定に従っ 
て、お買い上げ販売店にて修理させていたださます。その 
他詳細は保証書をご覧 < ださい。 

♦保証期間経過をの修理について 

保証期間経過後の修理については、お買い上げ販売店にご 
ネ目談ください。修理によって機能び維持でをる堤合は、お 
客様のご要望により有料で修理いたします。 

♦補修用性能部品の巧有期間について 

当社は、このコードレスへッドホンシステムの補修用性能 
部品を製造打ち切り後、8年間保有していまず。補修曲性能 
部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。 


♦修理を依頼されるとさは 

「故障かな？’1’」の各項目をよくお読みのラえ、再度お調 
ベください。それでち具をの悪いと去は、お買い上げ販売店 
に次のことをお知らせ < ださい。 

■ビクターコードレスへッドホンシステム 
HP - ALW 800 
■お名前とおところ 
■電話番号 
■故障症状（詳しく） 

なお修理のご用命の際は必ず本システム全体をご持参ください。 
♦アフターサービスについてご不明な点は 

ご転居、ご贈答、その他アフターサービスについてご不明 
な点は、お買い上げの販売店、または別紙サービス窓□案 
巧をご覧のラえ、最寄りのサービス窓口にご相談ください。 


お客様ご相談センター 

商品に関するお問い合わせ、お取扱い方法などご不明な点は、下記にご相談ください。 



F 急獵識;哉)〒…-〇〇 33 東京都妨区本郷 3 了目 I 4 - 7 ビクタ-相ビル 


0(06)6765-4161 

FAX (06) 6765-4891 て日日 O - OOI 3 大阪市西区新町 3 - l-Sl 


新町レナウンビル 


曰化ピク9一巧なち ? t 

コ S ュニケーシヨンネットワークビジネスユニット 
〒吕 42-8 已 14 巧奈り I 県大ネ□市下鶴間 1644 Q (046) 278-1801 
©2002 V に TOR COMPANY OF JAPAN , LIMITED 
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コードレスへツドホンシステム 

iHP-ALW800 


取扱説明書 




お買い上げありがとラございまず。 

^ ♦ご使用の前に、この「取扱説明書」をよくお読みのうえ、正しくお使いください。 
そしてお読みになったあとは、保証書と一緒に大切に保管してください。 

^ 刷ぉコ-ドレス ♦製造番号は品質管理上重要なちのです。お買い上げの隙は本機の製造番号び正しく 
記されているか、またその製造番号と保証書に記載されている製造番号び一致して 
いるか、お確かめくださし、。 

まな特長 

♦へッドバンドが消えた I 陕適コードレスへッドホンシステム 

♦高磁カドライバーユニットによりコンパクトボディなが6迫力の高音質サウンドを再生 
♦髪おの乱れを気にせず自由なスタイルで映適リスニングを実現 

参電池代のかか6ない経済的な巧電式 * 巿販の乾電池も巧えます。（乾電地の巧電はできません。） 

♦受信エリアを外れた時にノイズをカットずるオートミューティング機能 


詳しくはこの取扱説明書の中面をご覧ください。 


J 5000 -232 A 


安を上のごま意 


ご使用の前にこの r をを上のご法章 J をよくお読みのうえ、正しくお使いください。お読みになつたあとは、し〇でも見6れる刷こ大切に保管してくださし、。 

絵表示について 


製品を安全に正しくお使いいただを、お客様や他の人々へのを害や財産への損害を未がに防止ずるための表おでず。内容をよく理解してか S 本义をお読みください。 


A 

A 


警告 
ミ主意 


この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷 
を負ラ可能性が想定される内容を示していまず。 

この表示を無視して、誤った取扱いをずると、人が傷害を負ラ可能 
性び想定される内容または物の損害の凳生が想定される内容を示し 
ていまず。 


弘警告 


A 

⑩ 

€ 


A 記号はま意（警告を含む）を促ず內客があることを告げるものでず。図の中に具体的なま意內客 
(左図の場合は指を挟まれないようを意）が描かれていまず。 


包記号は禁止の行為であることを告げるものでず。 

図の中や近梧に具体的な禁止の客（を図の場合は分解禁止）が描かれていまず。 


♦記号は行為を強制したり指示ずるの客を告げるちのでず。 

図の中に具体的な指示の客（を図の場合は電源プラグをコンセントか6巧け）が描かれていまず。 


A ま意 


Q QO A 










































1+ い、*!、 7 が ISl 、 l — 付属電池は充電式の電池です。お買い上げ時には十分に充電されていません。 

I ホレの C •の保レし/み々 巧 口げ お使いになる前に巧婉旋藏 i 蝴幽の項目を参照し必ず充電を行ってくださし、。 


ッケル水素充電池の充電 


電池の入れ方 


お使いになる前に必ず！;(下の方法で充電を行ってください 


1.トランスミッターを電源に 
接続します。 


をトランスミッター上面のバッ 
テ IJ ーチャージヤー部の電池 
カバーをはずす。 



◊壁や不透明なガラスなどの障害物は赤外線を通しません。 

必ずトランス S ッターび直接見える位置でお使いください。 
また、ご使用になる部屋の条件によっては、使用でをる範囲 
び変わることびあ0ます。 

◊トランスミッターは水平な場所に設置してください。また、 
放熱孔をふさびないよラにしてください。 

◊赤外線発光部の明るさにムラびある場含びあ0ますび、赤が 
線の届く範囲などの性能には影響ありません。 


ューティング機能について 

赤が線びラまく受光されないと、 才ートミ] ~ティング回路の働さにより、 
耳ざわりな雑音ととちに自動的に音が消えます。 

このよラな場合には、トランスミッターに近づき、赤が線が届<範囲の 
でご使用 <ださい。 


HP-ALW8 日日や接続する機器の破壊などを防ぐためへッドホン 
プラグを损き差しする時は接続ずる機器の音量を最ルにしてください。 


トランス三ッターは約3分間音声信号び 
入らないと、自動的に電源び切れます。 

使い終わったへッドホンは、トランス 
ミッターにかけられます。（ち図参照） 


長時間、このへッドホンシステムをお使いにならないとき 
は、 AC アダプターをコンセントか5巧いてください。 



巧障かな 


おかしいな？故障かな？と思ったら修理に出す前に次のことをお確かめください。 



音がでない 

-トランスミッターの接続を確認する。 

•へッドホンに付属充電池または市販の乾電池をしっかり入れる。 

•へッドホンの電源スイッチを入れる。 

■接続した機器の電源を入れ、再生を始める。 

-接続した機器の音量を確認する。 

•へッドホンをしっかりと装着する。 

•へッドホンのボ U ュームを適度な音量に調節する。 

-ホが線の届く範囲でへッドホンを使用する。 

音びひずむ 

-充電をする。 

-新しい乾電池に取り換える。 

-接続した機器の音量を確認する。 

-へッドホンのボ U ュームを下げる。 

雑音びをい 

-充電をする。 

-新しい乾電池に取り換える。 

-トランスミッターとヘッドホン間の障害物を取り除く。 

-接続した機器の音量を確認する。 

充電でさない 

-充電ランプが点灯するように、しっかりと付属電池をトランス 

S ッターのバッテリーチャージャー巧に入れる。 

- AC アダプターの接続を確認する。 


:ホが線コードレスシステムについて 


マークは当社の赤外線コードレスシステムマークでず。 

ホが線利用の光伝送システムは、その固有の特性からご使用の隙には、下記事項を参考 
にしていたださ、最適な U スニング環境のちとで、充分にお楽しみください。 

♦太陽光に含まれるホが線： 

太陽光には、紫か線か5ホが線を含め幅広い波長の光び含まれています。本シス 
テム利用のホが線をこの中に含まれており太陽光による影響を受けやすいので、 
屋外、窓ぎわ、サンルーム等、直射曰光の当たる場所でのご使用は避けてください。 

♦光の直進性： 

光は障書物によって遮断されますので、必ずトランス S ッターを直接見通せる位置で 
ご使用ください。 

♦光の反射： 

室内でち、採光び良く、壁•家具等び白色系統の場を、光の反射び生じ、雑音の原因 
になります。このような場合、トランスミッターとの距離を近づけ影響を受けないよ 
ラな状態でご使用 < ださし、。 

♦光の減衰： 

光は光源か5離れるに従い弱まります。本システムは、トランスミッターとヘッド 
ホンの距離を約 7m し乂巧として、最適な U スニングポジションでご使用ください。 

♦が来ノイズ： 

赤外線コードレスへッドホンとプラズマディスプレイは同時にご使用でさません。 
(プラズマディスプレイより発生するノイズ妨害を受ける場合びあります。） 




























































































































































































































































